
平成 23 年度第 2 回 公共調達監視委員会議事録  

 

日 時：平成２４年３月２６日（月）午前９時３０分 

場 所：金沢駅西合同庁舎５階 石川労働局会議室 

出 席：審査会委員（西井委員、関戸委員） 

    事 務 局（福原総務課長、大橋課長補佐、北村・的場会計係長） 

１．開会 

  挨 拶：総務課長 

２．委員の紹介及び委員長の選出 

  委 員：西井 繁（弁護士） 

  委 員：関戸秀次（社会保険労務士） 石川県社会保険労務士会副会長 

  委 員：田中晴人（金沢学院大学教授） ※欠席 

・ 委員長（委員より互選にて選出） 

委員長に西井委員が選出 

３．石川労働局公共調達監視委員会設置要綱の説明 

  事務局より要綱の説明 

４．石川労働局公共調達審査会の報告 

  平成２４年２月２１日に第２回公共調達審査会を開催。６月１日から１２月３１日の期間におけ 

 る契約種別、契約方法別に審査を受けた。対象案件と審査結果は「公共調達審査会活動状況報告書」 

 及び「公共調達監視委員会審議対象一覧及び審議結果」のとおり。各委員からの指摘等の意見はな 

 く、「適正」と判断された。 

５．審議案件の抽出         

 公共工事・競争入札：２件 

公共工事・随意契約：対象契約なし 

 物品役務・競争入札：１０件 

500 万円以上：№４ 

500 万円未満：№１・２・３・５・６・７・８・９・１０ 

 物品役務・随意契約：１件 

      うち新規（競争性なし）：１件 以上 全件を審議対象とする 

６．審査対象契約の説明及び審議 

（１）公共工事に係る一般競争入札 

・№１「金沢公共職業安定所 高置水槽改修工事」 

・事務局より審査調書にて当該契約について説明 

質問：委員長 

   予定価格はどのように算出しているのか？ 

回答：事務局 

   事前に給排水を行っている業者から見積りをもらい参考としている。 

 

    



・№２「金沢公共職業安定所 トイレ洋式化工事」 

・事務局より審査調書にて当該契約について説明 

質問：委員 

     洋式化工事は初めてか？現在行っているというのは遅いように思われるが。 

  回答：事務局 

     今回は要望もあり行ったが、今後は進めていく予定である。 

  質問：委員 

     予定価格が３２０万で入札により１６０万になったが、価格が下がった分で他の箇所 

も洋式化はできないのか？ 

  回答：事務局 

     緊急の工事・修繕が必要なこともあるため、すぐに取り掛かることができない。 

  質問：委員 

     工事は入札金額の差が大きいが？ 

    回答：事務局 

       公共工事の減少もあり、業者も落札しようと価格が下がったと考えられ、資材費等か 

       らみて予定価格はほぼ適正であると思われる。 

 

（２）公共工事に係る一随意契約案件 

対象契約はなし 

 

（３）物品・役務に係る一般競争入札 

 ①予定価格 500 万円以上案件 

・№４「石川障害者職業能力開発校で使用する備品の購入」 

   ・事務局より審査調書にて当該契約について説明 

    質問：委員長 

      県外の業者が落札しているが？ 

    回答：事務局 

      県内の業者も参加しており、通常の公告・入札を行っての結果である。 

    質問：委員長 

      ろくろの入札率が９９％となっているが？ 

    回答：事務局 

      予定価格を決定する際に業者への聞き取りなど参考にするが、ろくろは特殊な器具の 

ため価格が下がらなかったと考えられる。 

  

②予定価格 500 万円未満案件 

・№１「石川労働局労災補償課及び総務課デジタル複合機２台の購入及び保守業務」 

   ・事務局より審査調書にて当該契約について説明 

    質問：委員長 

      保守の範囲はどこまでか？ 



 回答：事務局 

   故障したときの修理、トナーなどの消耗品供給となる。 

質問：委員 

   入札価格が低いがランニングコストも考えて入札を行っているか？ 

 回答：事務局 

   保守を価格判定に含めるなどコストが下がるように努めている。 

 

・№２「平成２３年度下半期分 雇用保険関係各種冊子 （受給資格者のしおり ほか２件）の 

印刷作成」 

  ・事務局より審査調書にて当該契約について説明 

     意見なし 

  

・№３「平成２３年度 ７０歳まで働ける企業 創出事業」 

  ・事務局より審査調書にて当該契約について説明 

     意見なし 

 

・№５「金沢公共職業安定所 吸収式冷温水器等修繕作業」 

  ・事務局より審査調書にて当該契約について説明 

質問：委員 

  入札金額に１００万円の差があるのはどういう理由が考えられるのか？ 

回答：事務局 

  落札した業者は金沢所の冷温水器の保守を行っている業者であるため価格が下がったと 

考えられる。 

 

・№６「職業安定部備品等購入」 

  ・事務局より審査調書にて当該契約について説明 

   質問：委員 

      多くの物品を購入しているが、以前使用していたもので活用できるものはなかったか？ 

・回答：事務局 

現存のものを使用しレイアウトを決め、なお必要な物品のみを購入している。 

 

・№７「平成２３年度後期 就職支援セミナー業務委託」 

  ・事務局より審査調書にて当該契約について説明 

質問：委員 

    応札は１者のみか？どのくらい続いているのか？ 

回答：事務局 

セミナー業務委託開始から１者が続いている。 

県内でセミナーを実施できるノウハウをもった業者となると、ほとんどないのが現状 

である。 



意見：これまで１者なのはやむを得ないと思われるが、毎年同じ内容を繰り返すのではなく、 

   時代に応じたものに内容は変えていくよう考慮してほしい。 

   また委託事業については、効果がわかるよう前年実績等の資料をつけてほしい。 

回答：内容については原課で検討していると思うが、ご意見を伝えておきます。 

   資料については第１回で提出済み。今後も提出していきます。 

      

 

・№８「安定所用刻印機購入」 

・ 事務局より審査調書にて当該契約について説明 

    意見なし 

     

・№９「石川労働局で使用する官用車１台の交換購入一式」 

  ・事務局より審査調書にて当該契約について説明 

質問：委員 

      ハイブリッド車に限定したのはなぜか？ 

回答：事務局 

    グリーン購入法・環境物品の調達の推進に基づいたもので、今回は局幹部・来賓対応 

    車の購入であったため他の低燃費車ではなくハイブリッド車とした。 

       

・№１０「ＨＰ製インクジェット方式複合機の消耗品購入」 

・事務局より審査調書にて当該契約について説明 

  質問：委員 

    複合機等を購入するときには、機械の価格だけでなくトナー料金について注意をして 

いるか？ 

  回答：事務局 

    従来の複写機よりもコストがかからないということで購入したものと思われる。 

    実際１枚あたりの印刷単価は他より安くなっている。 

       

（３）物品・役務に係る随意契約 

 ①予定価格 500 万円以上案件 

 対象契約はなし 

 

 ②予定価格 500 万円未満・新規競争性のない随意契約 

・№１「石川労働局労働基準部労災補償課分室 事務室賃貸借」 

  ・事務局より審査調書にて当該契約について説明 

意見：委員 

      随意契約によることとした理由については妥当。しかしながら場所、広さ、ビルの規模 

      が８人程度の事務室として適当なのか？ 

 



事務局：室料については、同建物の他の入居者より大幅に減額されている。 

   また、場所について、近辺のあらゆる場所をあたった結果で了解ももらっている。 

      

３．総 括 

・事務局 

審査内容及びその他の質問事項もないことより改善すべき意見等がないものとし、審議結果（所

見）をホームページでの公表及び中央公共調達監視委員会へ報告してよろしいか。 

 ・委 員 

   異議なし 

 

４．閉 会 


